
再
現

無
さ
」

３
人
の
学

に
不
満
を

、
学
生

材
づ
く
り

一し
て
ス
タ

年 D
の の
今 専
屋ヨ Fヨ

史
が

更 の
つ パ

詮
群
が

［具二又［貝

学

部

一能
な
生
活

一す
る
工
学

，ロ
ハ
ス
の

一が
こ
の
ほ

一お
い
て
周

）環
境
上
優

等̈
に
贈
ら

―
テ
ィ
ン
グ
く
お
葉
子
を
■

ま
み
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
不

満
や
理
想
の
授
業
な
ど
を
率

直
に
語
り
合
う
。
次
は
学
部

の
枠
を
外
し
て
の

「オ
ー
ル

日
大
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
。
他

学
部
の
現
状
を
知
り
、
自
分

た
ち
に
生
か
す
知
恵
を
探

る
。
最
後
に
学
部
ご
と
に
、

良
い
点
、
改
善
す
べ
き
点
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
報
告
書

を
作
成
。
大
講
堂
に
戻
り

法
、
理
工
、
医
の
３
学
部
が

成
果
を
発
表
し
た
。

「こ
の
会
合
を
学
部
に
持

―
卜
し
た
本
学
が
、
学
祖
山

田
顕
義
の
急
死
、
関
東
大
震

災
や
第
２
次
大
戦
、
「日
大

闘
争
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
直
面
し
な
が
ら
も
、
時
代

の
要
請
に
応
じ
て
理
工
、
医

歯
薬
系
な
ど
学
部
を
増
設
。

教
育

・
研
究
基
盤
の
強
化
、

規
模
拡
大
、
待
遇
改
善
な
ど

を
果
た
し
て
き
た
と
語

っ

た
。

伺
雇
稽
枝
な
と
を
議
鷹
す
る

１０
法
人
と
の
準
付
属
契
約
更

新
の
調
印
式
が
２
月
２０
日
、

日
本
大
学
会
館
で
行
わ
れ
た

＝
写
真
。

調
印
式
に
先
立
ち
田
中
英

壽
理
事
長
、
大
塚
吉
兵
衛
学

長
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
日
中
理
事
長
と
各

学
校
法
人
の
理
事
長
１０
人
が

順
次
、
契
約
書
に
署
名
、
捺

印
。
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

の
契
約
が
成
立
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
特
別
付
属
校
を
含

む
準
付
属
高
校
、
中
等
教
育

化
賞
復
興
賞
を
受
賞
し
た
。

同
復
興
賞
は
東
日
本
大
震

災
被
災
の
経
験
を
経
て
今
回

創
設
さ
れ
、
受
賞
に
あ
た
っ

て
は
脱
原
発
の
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
の
重
要
性
や
教
育
現

場
で
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
思

想
実
践
の
必
要
性
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
た
。

受
賞
し
た
建
築
群
は

「
ロ

ハ
ス
の
家
１
号
」
か
ら

「同

３
号
」
ま
で
の
３
棟
か
ら
な

り
、
各
実
験
施
設
で
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
快

適
な
生
活
、
太
陽
熱
を
活
用

し
た
健
康
的
な
暮
ら
し
、
生

活
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
し
た

家
を
追
究
し
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、

出
村
克
宣
学
部
長
は

「本
学

部
が

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る

『
ロ
ハ
ス
の
工
学
』
の
象
徴

学
校
は
従
来
通
り
、
日
本
大

学
推
薦
入
学
試
験
制
度
を
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

２
次
試
験
突
破
ヘ

２
泊
３
日
の
合
宿

公
務
員
試
験
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成
２６
年
度
公
務
員
試
験

に
向
け
た
活
動
が
４
月
に
始

ま
る
の
を
前
に
、
日
本
大
学

公
務
員
合
宿

（本
学
公
務
員

試
験
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
）

が
２
月
２‐
日
か
ら
２
泊
３
日

的
研
究
施
設
が
受
賞
し
た
こ

と
は
大
き
な
喜
び
」
と
話
し

て
い
る
。

１
月
１７
日
に
福
島
市
内
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
を
短
時
間
に

成
形
す
る
技
術
を
実
用
化

生
産
工
名
運
教
授
ら

生
産
工
学
部
機
械
工
学
科

の
邊

（べ
ん
）
吾

一
教
授
ら

が
炭
素
繊
維
強
化
熱
可
塑
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
簡
易
な
装

置
で
短
時
間
に
成
形
す
る
技

術
の
実
用
化
に
め
ど
を
つ
け

て
、
各
方
面
が
注
目
。
と
り

わ
け
夢
の
技
術
と
さ
れ
る
炭

素
繊
維
カ
ー
の
量
産
化
に
先

彫
雀
栓
後
の
２
り
討
彫

´
面

接
試
験
、
論
文
試
験
）
対
策

に
重
点
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
だ
。

合
宿
は
同
支
援
セ
ン

タ
ー
の
高
橋
努
副
セ
ン

タ
ー
長

（理
工
学
部
教

授
）
の
激
励
の
あ
い
さ

つ
で
ス
タ
ー
ト
。
講
師

の
指
導
の
下
、
面
接
カ

ー
ド
の
個
別
添
削
か
ら

面
接
試
験
の
模
擬
体
験

ま
で
３
日
間
に
わ
た
っ

て
集
中
し
て
研
修
に
取

り
組
ん
だ
。
論
文
試
験

鞭
を
つ
け
る
と
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
な
ど
国
内
外
の
企
業

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

で
い
る
。

従
来
の
炭
素
繊
維
強
化
熱

可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
高

い
強
度
と
軽
さ
を
併
せ
持
つ

炭
素
繊
維
と
熱
可
塑
性
樹
脂

の
複
合
材
料
の

一
種
で
、
熱

を
加
え
る
と
軟
化
し
、
再
利

用
可
能
な
の
が
強
み
。
た
だ

し
成
形
に
は
２
４
０
度
以
上

の
高
温
と
数
十
気
圧
の
圧
力

を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

設
備
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
コ
ス
ト
高
か
ら
、
自
動
車

産
業
に
不
可
欠
な
量
産
に
は

不
向
き
と
さ
れ
て
き
た
。

邊
教
授
ら
が
今
回
新
た
に

確
立
し
た
の
は
、
真
空
ポ
ン

プ
だ
け
で
カ
ー
ボ
ン
樹
脂
を

金
型
に
注
入
し
て
、
真
空
成

形
す
る
方
法
。
大
規
模
な
設

晴
認
彫
等
に
含
樅
し
た
４
奪

生
二
人

（判
明
分
）
に
高
橋

副
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
奨
励
金

（１０
万
円
）が
授
与
さ
れ
た
。

備
が
不
要
の
上
に
、
比
較
的

低
い
温
度
で
成
形
で
き
る
た

め
、
時
間
は
従
来
の
１０
分
の

１
に
短
縮
、
連
続
成
形
も
可

能
に
な

っ
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
で
昨

年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
複
合

材
料
会
議
の
基
調
請
演
で
発

表
さ
れ
て
以
来
、
「
コ
ス
ト

面
か
ら
も
量
産
す
る
自
動
車

生
産
で
も
活
用
で
き
そ
う
」

と
関
連
業
界
の
話
題
を
集
め

て
い
る
。

脳
卒
中
の
最
新
治
療

開
頭
せ
ず
障
害
除
去

医
・須
磨
准
教
授
が
講
演

脳
卒
中
に
関
す
る
公
開
講

座
が
２
月
１５
日
、
東
京

・
池

袋
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
で
開
催
さ
れ
、
医
学
部
の

須
磨
健
・診
療
准
教
授
が
「脳

卒
中
の
最
新
治
療
に
つ
い

オ
を
σ
佐́
扇
Ｉ
引
堅
馨
カ

こ
の
ほ
ど
、
「ジ

ュ
ニ
ア
防

災
検
定
」
を
実
施
す
る

一
般

財
団
法
人

「
防
災
検
定
協

会
」
の
顧
間
に
就
任
し
た
。

検
定

へ
の
参
加
で
付
属
高

校

。
中
学
の
生
徒
に
も
、
防

災
や
危
機
管
理
へ
の
意
識
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
佐
藤
監
事

は
期
待
す
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
巨
大
津
波

に
の
ま
れ
る
な
ど
し
て
命
を

落
と
し
た
。佐
藤
監
事
は
「悲

劇
を
三
度
と
起
こ
さ
な
い
た

て
」
の
演
題
で
講
演
し
た
＝

写
真
。
開
頭
手
術
や
穿

（せ

ん
）
頭
術
を
し
な
い
最
新
の

治
療
法
を
、
動
画
な
ど
を
使

っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し

た
。脳

卒
中
は
脳
出
血
、
く
も

膜
下
出
血
、
脳
梗
塞
な
ど
脳

血
管
障
害
の
総
称
。
最
も
多

い
脳
梗
塞
で
は
、
発
症
か
ら

４
時
間
半
以
内
に
血
栓
溶
解

薬
を
使
え
ば
脳
へ
の
血
流
が

復
活
す
る
。
「兆
候
が
あ

っ

疎
Ｅ
カ
メ
居
メ
カ
匠
８
奪

が
経
過
し
た
。
悲
惨
な
経
験

に
学
ぼ
う
と
、
資
格
認
定
団

体
が
行
う
検
定
制
度
を
活
用

し
て
、
生
徒
の
防
災
意
識
を

た
ら
早
期
に
受
診
を
」
と
須

磨
准
教
授
。

く
も
膜
下
出
血
の
多
く
は

脳
動
脈
瘤

（り
ゅ
う
）
破
裂

で
起
き
る
。
従
来
の
手
術
に

代
わ
る
治
療
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
が

「
コ
イ
ル
塞
栓

術
」
。
脚
の
付
け
根
か
ら
動

脈
に
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル

を
挿
入
し
、
脳
動
脈
瘤
に
プ

ラ
チ
ナ
製
の
コ
イ
ル
を
充
填

（じ
ゅ
う
て
ん
）
す
る
。

こ
れ
ら
の
治
療
法
は
体
ヘ

の
負
担
が
少
な
い
が
、
カ
テ

ー
テ
ル
で
血
管
を
傷
つ
け
た

り
、
血
栓
溶
解
薬
で
出
血
し

や
す
く
な
っ
た
り
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
放
置
し
て
も
間

題
が
な
い
動
脈
瘤
も
あ
る
。

「治
療
が
必
要
か
。
ど
の
治

療
法
を
選
択
す
べ
き
か
。
リ

ス
ク
と
効
果
を
慎
重
に
判
断

す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

れ
る
第
３０
回
福
島
県
建
築
文

信
ダ
で́
可
ヒ
紅
あ
カ
オ
号
ヘ

属
中
学
で
始
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
内
閣
府
が

後
援
す
る
防
災
検
定
協
会
の

ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定
。
第
１

回
検
定
テ
ス
ト
が
昨
年
１２
月

に
行
わ
れ
、
豊
山
中
、
佐
野

中
等
の
、
い
ず
れ
も
１
年
生

が
受
検
し
、
全
員
が
合
格
し

た
。
中
で
も
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
豊
山
２
人
、
佐
野
１

人
の
生
徒
が
、
都
内
で
２
月

２
日
に
開
か
れ
た
合
格
証
授

与
式
に
招
か
れ
、
同
協
会
の

平
野
啓
子
理
事
長

（元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
）
か
ら
賞
状

を
渡
さ
れ
た
＝
写
真
。

検
定
は
単
に
知
識
を
問
う

テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
そ
の

前
後
に
も
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
を
提
示
。
三
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
、
「自
ら
考
え
行

動
す
る
防
災
力
」
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
の
が
狙
い
だ
。

事
前
課
題
は

「わ
が
家
の

防
災
対
策
」
な
ど
の
テ
ー
マ

で
、
両
親
や
き
ょ
う
だ
い
ら

と
話
し
合
う
。
事
後
課
題
は

防
災
マ
ッ
プ
作
成
や
防
災
作

文
な
ど
で
、
検
定
後
に
指
示

さ
れ
る
。

日
大
中
も
今
年
１
月
、
１

年
生
約
２
４
０
人
全
員
が
受

検
し
た
。
同
校
は
定
期
的
に

避
難
訓
練
や
救
命
救
急
訓
練

を
実
施
。
検
定
受
検
に
よ
り

保
護
者
ぐ
る
み
で
、
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。


